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汎用 Linuxによる海洋情報共有型 GPSプロッタの開発 
斉藤 友貴哉† 和田 雅昭†† 
本稿では，沿岸漁業操業の支援を目的として，海底地形図だけでなく海底地質図や水産
資源分布図を表示でき，陸上で小型漁船のモニタリングを行うことができる GPS プロッタの
ための表示アプリケーションを汎用 Linux 上で開発したことについて報告する． 
Development of GPS plotter with simplified GIS 
running on common Linux 
Yukiya Saitoh† and Masaaki Wada†† 
In this paper, we developed visualizing application for GPS plotter running on common 
Linux for supporting coastal fishing, which can visualize not only bathymetric chart but also 


















































ある．しかしながら，既存の GPS プロッタでは，CF カー
ドを用いて地図データの更新を手作業で行っており，
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存の GPS プロッタにおける 3D 表示は数秒の遅延があ
るため，漁業者が 3D 表示を使用していないこともあり，
汎用 Linux と 3D 表示に特化したライブラリである
OpenGL を用いてリアルタイムに海洋マップを表示する．
本稿では，海洋情報共有型 GPS プロッタの試作として，





























図 1 ナビゲーションシステム構成図 
2. 海洋情報共有型 GPSプロッタ 
2.1. 従来の GPSプロッタ 
現在，小型漁船において海底地形図は，GPS プロッ
タと呼ばれる航海用の電子海図表示機器で表示され




おける 2D，および，3D 表示画面を示す．SDP-300 は，


















表 1 SDP-300 の仕様 
 
CPU クロック 200MHz 
メモリ 32MB 
接続ポート CF ポート，シリアルポート 
表示内容 海図，等深線図（2D 地図） 
3D 海底地形図（3D 地図） 
地図データ 2D 地図データ（約 300MB） 




図 2 SDP-300 外観図（左）と 3D/2D 表示画面（右） 





























PC に使用されていた従来の CPU は発熱が高く，組
込み機器において不適切とされてきたが，近年，
ネットブックの普及により，消費電力が組込み







Lenovo 社製の IdeaPad s10e を選定した．図 3 に
IdeaPad s10e の外観を，表 3 に IdeaPad s10e の仕様
を示す．また，GPS は San Jose Navigation 社製の
GM-48USB を用いた．GM-48USB は 1 秒毎に






図 3  IdeaPad s10e 外観 
 




ビデオチップ Intel®Graphics  
Media Accelerator 950 
接続ポート USB ポート×2 
LAN ポート 
バッテリー動作時間 約 3 時間 
 
海洋情報共有型 GPS プロッタに使用される OS






汎用 Linuxである Debian 5.0.3 を使用し，汎用 Linux
上で動作する 3D グラフィック API として
OpenGL2.0 相 当 の Mesa7.0(GLU) と
freeglut2.4(GLUT)ライブラリを使用した． 
また，地図データは，デジタル海の基本図[4]を




地質図，水産資源分布図を VGA(横 640 ピクセル縦
480 ピクセル)画面に表示した．海底地形図は，描
画範囲が自船を中心に 1.5分四方(約 2,778m)であり，
1 マスの範囲が 0.02 分四方(約 37.04m)である．3D
表示画面では，1.5 分四方における最大描画点数が
22,500 点であり，表示を 1 秒以内に行うため描画
範囲 1.3 分四方以上で描画点数 5,625 点に間引いた．
また 2D 表示画面では，描画範囲に関わらず描画点
数が 10,000 点以下に間引いた．図 4 に表示アプリ















図 4 海底地形図の 2D 画面(左)と 3D 画面(右) 
 
表 4 海底地質図凡例 
 
      
陸   珊瑚 岩   細砂 砂   粗砂 
     
砂磯 磯砂 磯   泥   貝殻 
 
表 5 水産資源分布図の凡例 
 
色     








る．この GPSD とは，GPS から NMEA センテンス
を取得し，ソケット通信を用いてデータの送受信
を行う Linux のソフトウェアである．そのため，




ることができる．例えば，船舶 A，船舶 B，船舶 C，
および，陸上基地局で無線通信環境が構築されて
いるとすれば，船舶 A 上で GPSD を動作させるこ































検証は，2009 年 12 月 12 日の沖縄県泊港 10:00 発



















   
 
























































タリングを 1 秒以内に表示することができた． 
表 6 に既存の GPS プロッタとラップトップ PC のスペ
ックの比較表を，表 7 に表示する海洋情報の対応表を
示す．既存の GPS プロッタは，CPU の内部周波数
200MHz，メモリ 32MB であった．本稿で使用した CPU
である ATOM は，内部周波数 1GHz，メモリ 1GB と従








ため，CPU の内部周波数 1GHz，メモリ 1GB，LAN ポ
ート，シリアルポートを搭載した組み込み機器を用いて
表示アプリケーションを動作させることにより海洋情報
共有型 GPS プロッタは実現可能であることを示した． 
しかしながら，日本においては小型船舶技術適合
証明書にある耐衝撃性，耐防水性，耐塩害性が必要
であり，GPS プロッタ以外のラップトップ PC や組込み機
器は小型漁船の運用に適していないため，LAN ポート
を搭載した GPS プロッタを開発する必要がある．また，








表 6 スペックの比較 
 
スペック 既存のプロッタ ラップトップ PC 
CPU クロック 200MHz 1GHz 
メモリ 32MB 1GB 





表 7 表示する海洋情報 
 
海洋情報 既存のプロッタ ラップトップ PC 
等深線 ○ ○ 
海底地形 ○ ○ 
海底地質 × ○ 
水温 × × 
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